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１１．．ははじじめめにに  

農事組合法人元丈の里営農組合は，R3 より，スマート農業実証プロジェクトに参画

し，獣害対策に ICT ツールを導入することにより捕獲作業の改善と食害被害を減らす

試みをスタートさせた。本プロジェクト参画を契機にスマート農業の技術に触れ，こ

のような技術を将来にわたって当地にどのように活かすことができるのか仲間と議論

する機会に恵まれた。本報告では，そうした経験を踏まえ，中山間地域農業の課題と今

後の展望について述べる。  
２２．．農農事事組組合合法法人人元元丈丈のの里里営営農農組組合合のの取取組組  

農事組合法人元丈の里（げんじょうのさと）営農組合は，中山間地域である三重県多

気町波多瀬地区において，米麦大豆作付による水田活用と農産物加工に取り組んでい

る。その名は，日本草本学の先駆者である「野呂元丈」の生誕地であることにちなんで

おり，運営する交流施設「元丈の館」では，薬草・薬樹を活用した商品開発や足湯の提

供，地元野菜なども扱う直売所を開いている。さらに，旧波多瀬保育園施設を６次産業

施設「元丈の里  ゆめ工房」として有効活用し，加工，近隣直売施設への出荷・販売，

交流事業等にも取り組んでいる。営農組合では，このような活動を通じ，将来も地域の
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表１ 農事組合法人 元丈の里営農組合 取組のプロセス 

時期  出来事  内容  
2008 年  元丈の里営農組合設

立  
〇旧土地改良区役員を中心に「元丈の里  営農組合」を設立  
〇品目横断的経営安定対策が施行されたことを受け地区の水田を 3 ブロッ
クローテーションにし麦・大豆の作付を始める  

2010 年  6 次産業施設  元丈の
里  ゆめ工房設立  

〇廃園となった波多瀬保育園を活用して農産物の加工、販売 (米粉商品・漬
物など )や都市と農村の交流を目的に『元丈の里  ゆめ工房』を運営開始  

2012 年  地産地消型小水力発
電 (彦電 )の活用と交流
人口の促進  

〇立梅用水土地改良区と連携し用水を活用した地産地消型小水力発電 (彦
電 )を開発し定温庫や外灯などに活用  
〇元丈の里  ゆめ工房にて視察の受入や親子農村体験の実施  

2015 年  農事組合法人元丈の
里営農組合設立  

〇町の支援を受け組合員の共同の利益を増進することを目的に任意組織か
ら「農事組合法人元丈の里営農組合』に法人化  
〇人・農地プランの実質化を図るべく農地中間管理機構を通じ農地の利用集
積を始める  

2018 年  合同会社  元丈フォレ
スト設立・交流施設
「元丈の館」運営開始  

〇営農組合の役員を中心に関連会社として「合同会社  元丈  フォレスト」
を設立し町の指定管理者制度を受け交流施設「元丈の館」を運営開始  
〇営農組合で生産した野菜や米粉の加工商品を館内の直売コーナーで販売  
〇薬草・薬樹を活用した商品や足湯が好評で交流人口が増加  

2021 年  スマート農業実証プ
ロジェクト参画  

○農業インフラの多目的活用による多面的機能発揮と強靭な中山間農業の
ための技術体系の実証（代表：三重大学）  

将来  スマート農業の推進
と地域の将来  

〇営農組合員の高齢化、人出不足を補うスマート農業の推進  
〇地域の特性を活し、活性化すべきスマート農業の推進  
〇増え続ける獣類の食害を防ぐスマート農業の推進  
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農地を荒すことなく最大限活用し，若い世代の人々にも魅力を感じてもらい意欲をも

って取り組んでもらえるような農業・農村社会の実現を目指している。  
３３．．ススママーートト獣獣害害対対策策へへののチチャャレレンンジジ  

しかしながら，当地においても，農業従事者の高齢化，後継者不足により農業継承は

容易ではない。加えて，里山活動の低下や気候変動の影響によりもたらされる食害等

の獣害被害は営農者の意欲を減退させ事態を深刻にしている。波多瀬地区では，30 年

ほど前まで狩猟による害獣の捕獲が実施されていたが，最近まで途絶えていた。2021
年に状況を見かねた地区の若手農業者が狩猟の免許を取得し，同年 1 月より狩猟を開

始した。そこで，復活した狩猟を支えるべく，作業負担と食害を減らすスマート作業管

理体制を目指すことにした。一つは，くくりわなが稼働した際にアラートを発信する

ツールと現場の様子を撮影できるカメラを導入している。もう一つは，シカの鳴き声

を複数カ所に設置するマイクロフォンで収集することにより，シカの位置情報を解析・

把握する技術を導入している。今年度の実証試験において，これらの技術を用いるこ

とで獣害対策に係る作業がどれくらい改善されるか検証する予定である。ただし，害

獣駆除は，わな設置や見回り，捕獲作業，その後の処理に至るまで多段階の作業が必要

となるため，単一の技術を導入するだけで一気に課題が解決するわけではない。その

ため，獣害対策については，さらに効果的な捕獲方法の開発や捕獲した害獣のペット

フードとしての販売，あるいは，捕獲だけではなくドローンを使った害獣の追い払い

等の技術開発にも期待したい。 
４４．．おおわわりりにに－－将将来来にに向向けけてて－－  

獣害対策から始まったスマート化への取組は，今後農業生産面にも広げていきたい

と考えている。まずは，高齢化に伴う人出不足を補うスマート技術の導入があげられ

る。自動走行し小回りの利く電動草刈り機があればありがたいし，ドローンを活用し

た精密な栽培管理にも興味がある。水田フル活用は，今のところ麦・大豆が中心だが，

将来的には，波多瀬の土壌や気候条件にあった特産品となり得る作物生産につなげて

いき，最終的には，若者が参入したくなる農業・農村社会を築いていくのが目標だ。そ

のために，作業の効率化と栽培技術の高度化をもたらすスマート農業には大いに期待

している。一方，中山間地域においては，電源の確保や情報通信基盤において条件不利

性を抱えており，今後のあるべき土地改良事業の推進と併せ改善すべき点と考える。

中でも再生可能エネルギー活用は中

山間地域農業にとって強みになると

考えられる。スマート農業との一体的

取組に期待したい。 
謝辞：本プロジェクトは，農林水産省「ス

マート農業技術の開発・実証プロジェクト（課

題番号：土  3E5 地，課題名：農業インフラの

多目的活用による多面的機能発揮と強靭な中

山間農業のための技術体系の実証）」（事業

主体：国立研究開発法人農業・食品産業技術

総合研究機構）の支援により実施している。  
 

図１ 元丈の里営農組合が描く地域農業の将来像 
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